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2021 年 7 月 14 日 

つくば健康生成職域コホート調査研究 

(T-SOCS: Tsukuba Salutogenic Occupational Cohort Study) 

（旧：生活環境・職場ストレス調査） 

実施に向けた WG 概要 

 

つくば健康生成職域コホート調査研究 検討 WG 2021 年 4 月 1 日現在 
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1．WG からの前回および今回の提案事項  

 2020 年 2 月に開催された労働衛生専門委員会において、2021 年度に実施予定のつくば健

康生成職域コホート調査研究（旧：生活環境・職場ストレス調査）実施に向けた検討内容を

報告した。今回は 2020 年から 2021 年にかけての WG での検討内容を報告する。 

  

前回（2020 年 2 月の提案内容） 

調査研究継続のテーマ：『世界最先端となる自殺ゼロ都市』を目指す 

サブテーマ；健康生成論を活かして、『健やかに働ける街づくり』 

継続の意義：時代に伴って筑波研究学園都市で働く人々を取り巻く環境は変遷していく。

昭和・平成・令和にまたがって、設計や方法を刷新しながら調査研究を継続していくことで、

つくば市の労働衛生に関する今後の指針を定めていく基礎データとなる。参加機関へのフィ

ードバックの機会を充実させ、産業保健の日々の実践に役立ててもらう。さらに我が国の労

働者を取り巻く自殺やメンタルヘルス不調といった諸問題に関し、最先端の予防対策を発信

していく。  

 

今回（2021 年 7 月の提案内容） 

前回の WG 提案が労働衛生委員会で承認されたことを受けて、調査名を“生活環境・職場

ストレス調査”から“つくば健康生成職域コホート調査研究”とし、内容が変わったことを明

確に示した。また、参加機関の職員に直接内容と異議を理解してもらい調査参加への協力を

得やすくするため、常設されるホームページを通して広報の強化を図ることが必要と考えら

れた。さらに、参加機関への調査結果のフィードバックとしてホームページを活用するとと

もに、引き続き意見交換会などでのフィードバックの機会を継続していくことが有用と考え

られた。  
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2．2020 年～2021 年の WG 開催概要 

第 19 回 2020 年 1 月 29 日 於・筑波大学 

 2020 年 8 月に予備調査を行う予定とし、実施を依頼する参加機関を決定した。プレゼン

ティズム測定の質問紙を検討し、WLQ に関して版権元に問い合わせることとした。 

 

第２0 回 2020 年 3 月 11 日 於・筑波大学 

 プレゼンティズム測定について引き続き検討した。WG メンバーの堀大介、駒瀬優より職

場の感謝尺度質問票に関する提案があった。調査研究のためのメールアドレスの発行が報告

された。 

 

第 21 回 2020 年 4 月 8 日 於・筑波大学 

 プレゼンティズム測定は Wfun（http://www.uoeh-u.ac.jp/kouza/kosyueis/wfun/）を使用

することとした。毎年春に委員会を開催するのが通例であったが、新型コロナウイルス感染

症の流行のため、開催が見送られる方向性にあることを確認した。 

 

第 22 回 2020 年 5 月 20 日 於・筑波大学 

 第 7 回生活環境・職場ストレス調査のデータを用いた学術発表について報告があった。オ

ンライアンケートツールとしてサーベイモンキー（https://jp.surveymonkey.com/）の使用

していく方向で検討した。予備調査の質問票について検討した。 

 

第 23 回 2020 年 6 月 23 日 於・筑波大学 

 2020 年度予備調査の実施に向け、対象期間に依頼をかける段取りが検討された。新型コ

ロナウイルス感染症に関する質問を入れ込むことを検討した。筑協事務局に契約を進めてい

ただくこととした。 
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第 24 回 2020 年 7 月 15 日 於・筑波大学 

 筑協の改組、および労働衛生専門委員会が労働衛生委員会として課題解決型委員会に新た

に位置づけられたことが確認された。2020 年度予備調査のスケジュールを確認した。2021

年度に実施するコホート調査の追跡方法について検討した。 

 

第 25 回 2021 年 1 月 20 日 於・筑波大学 

 2020 年 11 月に参加機関 A で、2021 年 1 月に参加機関 B で予備調査が実施されたことが

確認された。予備調査の報告書の作成について検討した。予備調査では有効回答率が低く留

まったため、2021 年度コホート調査に向けた広報の在り方など有効回答率を高めるための

工夫について検討された。 

 

第 26 回 2021 年２月 24 日 於・筑波大学 

 2021 年 2 月 15 日に事務局―委員会で連絡会が実施され、2021 年度の労働衛生委員会や

意見交換会が 5 月に開催される方向性であることを確認した。予備調査の報告書をそれま

でにまとめることとなった。2021 年度コホート調査に向けたスケジュールについて検討し

た。 

 

第 27 回 2021 年 4 月 21 日 於・筑波大学 

 2020 年度予備調査の報告書（案）が確認された。2021 年度コホート調査の方法について

検討した。2021 年 5 月に開催される意見交換会の内容について確認された。 
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3．予算編成  

外部委託ではなくオンラインアンケートツールを使用することにより，従来の 80％程度

の予算規模で効率的・効果的に実施していく。 

 

 

4．今後のスケジュール案 

・2021 年度 夏 広報の在り方について検討 

・2021 年度 秋 T-SOCS 第 1 回調査 実施 

・2021 年度 冬 T-SOCS 第 1 回調査 報告書および学術発表について検討 

・2022 年度 春 T-SOCS 第 1 回調査 報告書公表  

以上に平行して、2024 年度実施予定の T-SOCS 第２回調査について検討していく。 

 

以上 

2020年度 2021年度 2022年度

決算内訳 支出予算内訳 支出予算内訳

オンラインアンケートツール契約料 175,000¥        175,000¥        175,000¥        525,000¥      

質問紙版権所有者への支払い 33,000¥          33,000¥          -¥                   66,000¥        

振込手数料 14,050¥          14,050¥          14,050¥          42,150¥        

報告書作成費・広報費 -¥                   441,500¥        97,950¥          539,450¥      

通信費 -¥                   5,500¥            5,500¥            11,000¥        

雑費 -¥                   10,900¥          5,500¥            16,400¥        

計 222,050¥        679,950¥        298,000¥        1,200,000¥   

合計


